
【著作物使用許諾申請書】(見本)

　　　　年　　　月　　日

（著者氏名、出版会社等名称）　様

著作物使用許諾申請書

このたび、国際交流基金の助成により日本語教育用教材を制作しているところですが、その中に下記著作物の一部を使用させていただきたく、著作権の許諾を申請します。

記

１　引用したい著作物名　　○○出版社「○○○○○」
２　著者・作者名　　　　　○○○○○
３　制作教材名　　　　　　「○○○○○」
４　制作責任者氏名　　　　○○○○○
５　制作教材の目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６　引用の状況　　　　　　別紙参照（引用した部分の原稿を添付する）

７　制作教材作成部数　　　○○部
８　頒布方法　　　　　　　無償・有償（定価　○○○円）
９　申請者氏名及び連絡先　（氏名）
海外：（住所、電話番号）
日本国内：（住所、電話番号）
10　その他　　　　　　　　・著作物引用部分について、改変及び二次使用する予定はありません。

・御多忙な中大変恐縮ですが、著作権許諾の可否につきまして××月××日までに上記申請者あて御連絡ください。

（記入例）

　　　2007年　7月　1日

　島田書籍株式会社　様

著作物使用許諾申請書

このたび、国際交流基金の助成により日本語教育用教材を制作しているところですが、その中に下記著作物の一部を使用させていただきたく、著作権の許諾を申請します。

記

１　引用したい著作物名　島田書籍㈱　「みんなの教材」
２　著者・作者名　　　　浦和　さくら　
３　制作教材名　　　　　「教材制作のヒント」
４　制作責任者氏名　　　N.C. ムサシ　
５　制作教材の目的　　海外における日本語教師のための指導書を制作するため。　　
６　引用の状況　　　　　　別紙参照（引用した部分の原稿を添付する）

７　制作教材作成部数　　　　5,000部
８　頒布方法　　　　　　　無償・有償（定価　1,500円）
９　申請者氏名及び連絡先　　N.C. ムサシ, 201 Miller St. , Levels 11-12 North Sydney, N.S.W. 2060, Australia   Tel:61 (2) 9957-5322/6495             
10　その他　　　　　　　　・著作物引用部分について、改変及び二次使用する予定はありません。

・御多忙な中大変恐縮ですが、著作権許諾の可否につきまして7月31日までに上記申請者あて御連絡ください。


